
　図 A～ Dの梁について，静定か不静定かの組合せとして妥当なのはどれか。

　　　 A　　　  　B　　　 　C　　　 　D
１．静定　　　静定　　　静定　　　不静定
２．静定　　　静定　　　不静定　　不静定
３．不静定　　静定　　　静定　　　不静定
４．不静定　　静定　　　不静定　　静定
５．不静定　　不静定　　静定　　　静定
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コンクリート構造物の耐久性に関する次の記述Ａ～Ｄのうちには妥当なもの
が二つある。それらを選んでいるのはどれか。

Ａ．コンクリートの中性化は，コンクリート自体の強度などに及ぼす影響は小さい。し
かし，内部に配置される鉄筋の不動態皮膜が破壊され，水及び空気の侵入によって，
鉄筋が腐食しやすくなることが問題となる。

Ｂ．アルカリシリカ反応の抑制対策として，混合セメント（高炉セメントB種あるいは
C種）を使用することがある。

Ｃ．コンクリートは高いアルカリ性を示すので，硫酸や塩酸などの化学物質によってコ
ンクリートが腐食することはない。

Ｄ．AEコンクリートは，凍害に関する気象作用が通常より厳しい場合にのみ使用が許
されている。

１．Ａ，Ｂ
２．Ａ，Ｃ
３．Ｂ，Ｃ
４．Ｂ，Ｄ
５．Ｃ，Ｄ
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　図のように，三つの水準点A～Cから点Pの標高を求めるため直接水準測量
を行い，表のような結果を得た。点Pの標高の最確値はいくらか。
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